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事例インタビュー

株式会社 SmartHR
提供サービス 『SmartHR』の企画・開発・運営・販売

688名（2022年 8月現在）人数規模

インタビュイー

南石 愛実 様
大学卒業後、広告・人材サービスを展開する企業に
新卒入社。広告メディアの業務設計を経験したのち、
採用グループに異動し、中途採用、新卒採用・研修
設計を担当する。2019 年、エンタメ企業に入社し雑
誌や書籍の編集を経験。2021 年、リクルーターとし

て SmartHRに入社しビジネス・コーポレートの中途
採用を担当。2020 年 1月より採用広報を兼任してい
る。

FastGrowの掲載コンテンツ

1本
スポンサードコンテンツ

3本
編集部オリジナルコンテンツ

株式会社 SmartHR 採用ユニット
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SmartHRの採用広報のいま

自社発信も活発で、一見すると採用広報に困っている印象はない
SmartHR 様ですが、どういったタイミングで採用広報の話が出てきたの
でしょうか？

採用広報を推進する動きが社内で本格的に出てきたのは、2020 年 7 月からです。最近は毎年約
200 名ほどを採用する計画になっています。SmartHR では母集団の多くをエージェントで形成して
いますが、採用予定者数が年々拡大していくなかで、ひとつのチャネルに過度に頼った状態に危機
感を覚えたんです。それまでの延長線上で効率的な採用を進めることに、限界を感じるようになっ
ていました。

また昨今、転職市場が活発化し採用方法も多様化しています。弊社でも従来のフロー型の採用に加
えて、自社の資産となり得るストック型の採用を強化していきたいと考えるようになりました。

採用広報に注力しようと思った決め手は何でしたか？

SmartHRの現状を正しく伝えていきたいという課題があったからです。

採用ポジションが多様化する中で、職種理解を促進する難易度は上がっていました。候補者が自分

に見合った職種・ポジションに応募できるような訴求の仕方が必要だと感じるようになりました。

Point

採用広報に注力し始めたきっかけは、エージェント経由での母
集団形成に限界を感じ、従来のフロー型の採用に加えて、ストッ
ク型の採用を強化していきたいと考えたから

01

Point

SmartHR の現状と市場の認識との間にギャップが生じていた
ため、事業の魅力を正確に伝えることが課題
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Point FastGrow活用の決め手は、SaaSやベンチャー、スタートアッ
プ界隈の戦い方を熟知していることに加えて、定期的にコンテ
ンツを発信する仕組みとリテラシーの高さ
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以前からの noteについて、情報発信を止めることや方針を大きく変える
ことは、考えなかったのですね。

そうですね。noteをはじめとした個人の発信は社員の自主性に任せているので、採用側でコントロー
ルすることは考えていなかったです。

自社で新たに始めた取り組みは、どういったものだったんですか？

この「公開雑談祭り」では 8 件のイベントを開催し、「コンテンツ発信祭り」では約 1ヶ月間に 54
本の記事が note で発信されました。おかげさまで反響も大きく、全社が一体となって盛り上がって
いる様子を前面に打ち出すことができた施策です。

当初は、とにかくチャネルを広げることから始めました。定期的な情報発信やイベントを行い、接点
を持った候補者さまにはメルマガを配信して継続的にタッチする、といった活動に挑戦していました。
また 2021 年 6 月に約 156 億円の資金調達の発表をさせていただいたタイミングでは、「公開雑談
祭り」と「コンテンツ発信祭り」を実施しました。

私たちが届けたい SmartHR と、皆さんが感じられる SmartHR にギャップが生じていたことです。
というのも社員数が増えるに従って、すでに完成された組織という印象を持たれてしまうことが多い
んですね。そのため、「オペレーションが固まっていそう」「介在価値を見出しにくそう」「社員数が
少ない会社の方が活躍する機会がありそう」といった理由で辞退されてしまうケースが少なくありま
せん。

また日頃からオープンに多くの情報発信をしているがゆえに、選考前との感情に変化を生み出すこと
ができず、他社と拮抗するも最終的な決め手に欠けて内定承諾を逃してしまうケースもあります。

しかし、実際に入社していただいた方からは、「思ったよりもカオスな環境で、刺激がある」といっ
たポジティブな声を多くいただきます。そういった市場とのギャップを埋めるためにも、私たちの現
状や事業の魅力をもっと多くの方に認識してもらうことが課題でした。

当時の課題について具体的に教えていただけますか？

3

SmartHRの現状を正しく伝えていきたいという課題があったからです。

採用ポジションが多様化する中で、職種理解を促進する難易度は上がっていました。候補者が自分

に見合った職種・ポジションに応募できるような訴求の仕方が必要だと感じるようになりました。
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自社でさまざまな取り組みを行うなかでどのような気付きがありました
か？

短期的に成果を求めるものではないと実感しましたね。そもそも採用広報は、KPI を設定すること
自体に難しさがあると思います。現在の私のミッションは、採用広報として情報発信を行い、
SmartHRを転職先として想起する方を増やしたり、有効な母集団の形成に繋げることです。

また、認知獲得が不足している職種について、誰に何をどのように伝えるべきかを考えて情報発信
を実行していくことも行動目標として掲げています。

なぜ、「短期的に成果を求めるものではない」とお考えなのでしょうか？

一方で時間軸を長く考えることができさえすれば、タレントプールの仕組みを整えることで、長期的
に採用候補となる人材を確保することができるはず。

タレントプールを活用したストック型採用を強化しようとすると、人材をプールするまでに一定の時間
が必要で、実際の採用数に影響が出始めるまでにはさらに長い時間が必要になるからです。

少し話が派生しますが、現在、私たちは SmartHR のグループ会社でタレント管理ツールを提供して
いる Looper（ルーパー）という会社と連携しています。『Looper』を活用して、過去に SmartHR
に応募をしてくださった方の中から、現在募集している職種に対して近しい経歴を持つ方を自動で抽
出し、書類を確認した上で、直接本人もしくはエージェント経由でアプローチをしていきます。

この取り組みを通じて改めて感じたのは、タレントプールを活用していく上では、「SmartHR での選
考体験がよかった」といった候補者の UX 向上が欠かせないということです。SmartHR では、母
集団形成を担当するリクルーターチームの他に、応募からクロージングまでを担当するコーディネー
ターチームがあり、彼らは選考過程の中で、応諾率を維持・向上するミッションを掲げ、候補者に
対して速いレスポンスやフレキシブルな対応を徹底しています。

どれも基本的で地道なことではありますが、そういった丁寧な対応を心がけることで、良い選考体
験を候補者に提供でき、かつ長期的にタレントプールが活用できる仕組みを構築することができま
す。

また、タレントプールの中から候補者を掘り出してアプローチをしていく上でも、自社の魅力が伝わ
る情報発信がフックになると思います。
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そして、安定的にコンテンツを発信していく仕組みを持っていることに加えて、皆さんのリテラシー
がとても高いので、充実した内容の記事発信やイベント開催を実現できていますね。

FastGrowに対して最も期待しているのは、SmartHRのことを第三者目線で語っていただくことです。
自社の発信は客観性に欠けることもありますし、説得力や信憑性が得られないこともあります。自社
の発信のみでは “リーチできない層” が明確に存在していると思うんです。

特にコンテンツにおいてはとても満足しています。弊社では note やブログを中心に、各職種の仕事
内容や働く個人を紹介する情報発信はしていますが、それらをとりまとめて「SmartHR とは何か」
といった訴求ができていないのが課題でした。1つのメディアの中で、大上段から徐々に細分化して、
かつそれらを継続的に発信していくことができる点が FastGrowの魅力だと思います。

FastGrow の活用と自社の情報発信との使い分けはどのようにお考えで
すか？

数あるメディアの中でも、FastGrowに興味を持っていただいた理由を教
えていただけますか？

まず、SaaS 企業をはじめとしたベンチャー企業、スタートアップに特化されている点です。業界知
識が豊富でトレンドへのアンテナが高いので、採用広報のパートナーとして学ばせていただきながら、
戦い方をご提案いただいています。

また社員目線では決して生まれない質問や、社外からの見え方を加味した質問に回答していくこと
で、転職市場での認知ギャップを埋めていきたいと考えています。



FastGrowで発信した内容を一部ご紹介
※他社様のお取組み等、事例については営業担当者へご連絡ください。

SmartHR COO倉橋がフルに語る、新規事業戦略の全貌と、実力主義組織
の秘訣──「まだまだ未完成」と語るその理由に迫る

スタートアップで働く醍醐味とはなんだろうか？事業が拡大し
ていくさまを肌で感じることや、変化に富む環境の中で得ら
れる挑戦機会の多さなどがよく挙げられるだろう。
数あるスタートアップの中でも、既存事業で爆発的な成長を
遂げながら、次 と々新規事業を生み出し、その醍醐味を存分
に味わえる企業。SmartHR は、まさにそんな企業に該当す
るのだ。2021 年 6 月に発表された、シリーズ D ラウンドで
の約 156 億円の調達や、ARR45 億円および YoY100% 以上
のニュースも記憶に新しい。2021 年末には、CEO の交代で
話題をさらった。
とはいえ、事業がすでに完成されており、組織としても非常
に安定しているといったイメージを抱く読者は多いのではない
だろうか。「そんなことは全くありません。サービスとしても組
織としても、進化の真っ最中です」と、同社の取締役・
COOを務める倉橋氏は切り出す。
実現したいのは、「日本の “働く” を良くする」会社になること。
クラウド人事労務ソフト『SmartHR』の提供を通じ、アナロ
グで非効率な業務の効率化を支援してきた同社は、2021 年
に人事評価機能を追加した「人材マネジメント」事業におい
ても急成長をすでに実現させつつ、次の新規事業も待機する
など、さらなる広がりを見せている。
倉橋氏に、SmartHR が目指す世界と、どのように実現して
いくのかを、事業と組織の両面から語ってもらった。

ブランドコンテンツ

https://www.fastgrow.jp/articles/smarthr-kurahashi
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FastGrowで発信した内容を一部ご紹介
※他社様のお取組み等、事例については営業担当者へご連絡ください。

急成長プロダクトを牽引する者たち──SmartHR安達氏、dely奥原氏など、
フォローしておきたい PdM 5選

「事業は人なり」経営の神様とも称される松下幸之助の言葉
だ。事業を創るのも、会社を大きくするのも、そこには「人」
がいる。そんな「人」に焦点を当て、次代を担うイノベーター
たちをピックアップ。成長のエッセンスをお届けする。
今回は、PdM（Product Manager）の中でも、FastGrow
が特に注目するキーマンを 5 名厳選してご紹介。プロダクト
に対して責任を持ち、成長させるために、「なんとかする力」
が求められる同ポジション。人によってキャリアのバックグラ
ウンドも様々であることから、なかなかその実態を掴みにくい
のではないだろうか。
現在 PdM として急成長企業の第一線で活躍する、現役の
PdM たちは、日々何を考え、どう行動しているのか？これら
のナレッジを日々収集するために、ウォッチしておくべきキー
パーソンと、彼らのマスターピースたちをお届けしていく。

編集部オリジナルコンテンツ

https://www.fastgrow.jp/articles/startup-professional-11


